
 

 

2024年 10月 28日 

各  位 

会社名 ダイトウボウ株式会社 

代表者名 取締役社長執行役員ＣＥＯ   山内 一裕  

（コード：3202 東証スタンダード・名証プレミア） 

問合せ先 理事経営管理本部経理部長 松田 好司 

ＴＥＬ   (03)6262-6565 

 

（訂正・数値データ訂正）「2025年３月期第１四半期決算短信[日本基準]（連結）」の一部訂正について 

 

 当社は、2024年８月６日に開示いたしました「2025年３月期第１四半期決算短信[日本基準]（連結）」の一

部を訂正いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、数値データにも訂正がありましたので、訂正後の数値データも送信いたします。 

記 

１．訂正の経緯及び理由 

「2025 年３月期第１四半期決算短信[日本基準]（連結）」の記載内容において、グループ会社におい

て棚卸資産の一部算定誤りがあることが判明しましたので、当該事項を訂正するものであります。 

２．訂正内容 

（１）主な訂正は次のとおりであります。なお、詳細は別添資料をご参照ください。  

                                         （単位：千円） 

 訂正前 訂正後 増減 

総資産 19,970,637 19,960,440 △10,197 

うち、棚卸資産 840,720 830,522 △10,197 

負債 15,040,703 15,042,186 1,482 

純資産 4,929,934 4,918,253 △11,680 

うち、利益剰余金 96,632 84,951 △11,680 

売上高 910,083 910,083 － 

売上原価 582,807 594,488 11,680 

営業利益 76,841 65,160 △11,680 

経常利益 33,570 21,890 △11,680 

親会社株主に帰属 

する四半期純利益 
19,053 7,372 △11,680 

（２）添付資料の下線部分が訂正箇所であります。 

３. その他 

（１）当社は、当第１四半期連結会計期間における四半期連結財務諸表に対する監査法人による期中レビ

ューを受け、期中レビュー報告書を添付しておりますが、本件については重要性が乏しいと判断し、

改めて訂正後の四半期連結財務諸表の監査法人の期中レビューは受けておりません。 

（２）今後グループ会社の管理体制の見直し・強化を図り、再発防止に努めてまいります。      

      以  上 
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1. 2025年3月期第1四半期の連結業績（2024年4月1日～2024年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期第1四半期 910 1.4 76 33 19

2024年3月期第1四半期 897 △6.1 80

△4.7

142.6 44

△24.3

― 31

△39.5

―

（注）包括利益 2025年3月期第1四半期　　85百万円 （175.8％） 2024年3月期第1四半期　　30百万円 （249.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期第1四半期 0.63 0.63

2024年3月期第1四半期 1.04 1.04

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年3月期第1四半期 19,970 4,929 24.6

2024年3月期 20,349 4,935 24.2

（参考）自己資本 2025年3月期第1四半期 4,919百万円 2024年3月期 4,925百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00

2025年3月期 ―

2025年3月期（予想） 0.00 ― 3.00 3.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,100 11.5 180 26.1 70 21.0 40 △17.6 1.32

通期 4,300 6.6 390 22.3 180 28.8 110 △28.3 3.64

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

（訂正前）



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．８ 「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更に関する注記）」をご

覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期1Q 30,360,000 株 2024年3月期 30,360,000 株

② 期末自己株式数 2025年3月期1Q 405,663 株 2024年3月期 105,663 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年3月期1Q 30,145,862 株 2024年3月期1Q 30,205,387 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部で足踏みがみられるものの、総じて緩

やかな回復を続けました。賃金の上昇傾向が強まる中、雇用・所得環境の緩やかな改善が続く一

方、消費者物価が引き続き緩やかに上昇を続けており、個人消費は持ち直しに足踏みがみられま

した。インバウンド需要の拡大や円安の恩恵を受ける業態の景況感は改善する一方で、中小企業

の倒産件数が高止まっていることに加え、日銀の金融政策転換の影響や為替市場の動向など先行

き不透明な要素が残りました。また、海外においては東欧・中東における地政学的リスクの一段

の高まりに警戒を要する展開となりました。

このような中で、当社グループは今年度から新たにスタートした中期経営計画「Jumping over 

the 130th ～成長の未来へ～」に基づく諸施策に取り組みました。

商業施設事業におきましては、静岡県下有数の商業施設である「サントムーン柿田川」におい

て、「春の誕生祭」「ゴールデンバザール」「初夏のエネリア祭」など多くのイベントを実施

し、LINEやインスタグラムの公式アカウントも積極的に活用して、施設の魅力の発信に取り組み

ました。また、ＮＰＯ法人「人と動物のハッピーライフ」や地元自治体との連携強化により地域

社会への貢献に努めました。ヘルスケア事業におきましては、健康寝具である電位掛布団の大口

受注が成約し医療機器製造販売登録を行っている戦略製造拠点である当社のグループ工場を活用

して製造を進めるとともに、ＳＮＳの活用によるデジタルビジネスの推進の強化にも取り組みま

した。せんい事業におきましては、防衛関係の官需ユニフォームの受注活動を強化するととも

に、縫製用溶解糸を活用した羊毛製品リサイクルなどサステナブルな商材への取組み強化やオー

ダーニット衣料の拡販にも努めました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高が９億10百万円（前年同期比1.4％増）

で、売上総利益率が36.0％と前年同期水準を1.2％上回った結果、売上総利益は３億27百万円（前

年同期比4.9％増）の増収増益となりました。ただし、退職手当制度の改訂による退職給付費用の

積み増しが響き、営業利益は76百万円（前年同期比4.7％減）となり、さらに前年同期に計上して

いた動産の売却益約10百万円が剥落した結果、経常利益は33百万円（前年同期比24.3％減）とな

りました。これに、法人税等の負担を考慮した結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は19百

万円（前年同期比39.5％減）と前年同期比減益の黒字決算となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりです。

（商業施設事業）

商業施設事業につきましては、静岡県下有数の商業施設である「サントムーン柿田川」におい

て、施設魅力度を高める施策を背景に消費マインドの向上もあり、食品・家電を始めほぼ全業態

で前年同期を上回る取扱高になるなど順調に推移しました。

この結果、商業施設事業の売上高は５億53百万円(前年同期比2.4％増)、営業利益は２億37百万

円(前年同期比9.0％増)と前年同期比増収増益となりました。

（ヘルスケア事業）

健康ビジネス部門につきましては、電位掛布団や特殊加工を施したキャメル寝具などの販売が

伸びて、売上高は前年同期を上回りました。一般寝装品部門につきましては、春先の毛布商材の

売上不振が響き、売上高は前年同期を下回りました。

この結果、ヘルスケア事業の売上高は２億58百万円（前年同期比6.4％増）と前年同期比増収と

なりましたものの、運送費や原料コストの負担増により売上総利益率が低下し、営業損失は３百

万円（前年同期は営業損失２百万円）と前年同期比で損失幅拡大となりました。
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（せんい事業）

衣料部門につきましては、前期に清算結了した中国現地法人の売上がなくなったことや国内部

門の伸び悩みにより、売上高は前年同期を下回りました。ユニフォーム部門につきましては、官

需ユニフォームの伸び悩みにより、売上高は前年同期を下回りました。

この結果、せんい事業の売上高は98百万円(前年同期比14.1％減)と前年同期比減収となり、営

業損失は３百万円(前年同期は営業損失２百万円)と前年同期比で損失幅拡大となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

当第１四半期連結会計期間末における総資産の残高は199億70百万円で、前期末比３億79百万円

減少しました。その主な要因は、売上債権の回収により受取手形及び売掛金が２億15百万円減少

したこと、減価償却などにより有形固定資産が１億８百万円減少したことであります。

負債の残高は150億40百万円で、前期末比３億73百万円減少しました。その主な要因は、仕入債

務の支払により支払手形及び買掛金が99百万円減少したこと、約定弁済により借入金が１億40百

万円減少したことであります。

純資産の残高は49億29百万円で、前期末に比べ５百万円減少しました。その主な要因は、市場

買い付けによる自己株式の増加と配当支払等により株主資本が72百万円減少したこと、金利スワ 

ップの時価評価により繰延ヘッジ損益が55百万円増加したことであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、2024年５月９日発表の予想数値に変更はありません。なお、業績予

想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいたものであり、実際の業績は今後様々

な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2024年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2024年６月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,097,756 923,780

受取手形及び売掛金 625,125 409,211

棚卸資産 766,701 840,720

その他 37,493 32,699

貸倒引当金 △1,380 △990

流動資産合計 2,525,696 2,205,421

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,727,648 7,621,814

土地 9,265,726 9,265,726

その他（純額） 162,534 159,867

有形固定資産合計 17,155,909 17,047,407

無形固定資産

のれん 128,073 124,471

その他 12,375 11,199

無形固定資産合計 140,448 135,670

投資その他の資産

投資有価証券 414,889 430,995

破産更生債権等 83,256 83,256

繰延税金資産 65,736 46,650

その他 44,088 101,464

貸倒引当金 △80,228 △80,228

投資その他の資産合計 527,743 582,137

固定資産合計 17,824,100 17,765,216

資産合計 20,349,797 19,970,637

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2024年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2024年６月30日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 458,986 359,055

短期借入金 546,370 541,332

未払法人税等 1,011 4,387

賞与引当金 37,943 29,225

株主優待引当金 29,000 －

その他 659,593 606,155

流動負債合計 1,732,905 1,540,156

固定負債

長期借入金 9,372,269 9,236,936

長期預り保証金 1,325,950 1,311,968

再評価に係る繰延税金負債 2,476,495 2,476,495

退職給付に係る負債 285,911 304,799

資産除去債務 71,886 72,010

その他 149,261 98,336

固定負債合計 13,681,774 13,500,547

負債合計 15,414,680 15,040,703

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 30,979 30,979

利益剰余金 138,161 96,632

自己株式 △9,791 △40,379

株主資本合計 259,349 187,232

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 50,825 60,868

繰延ヘッジ損益 △49,092 6,891

土地再評価差額金 4,664,864 4,664,864

その他の包括利益累計額合計 4,666,596 4,732,624

新株予約権 9,171 10,077

純資産合計 4,935,117 4,929,934

負債純資産合計 20,349,797 19,970,637
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年６月30日）

売上高 897,839 910,083

売上原価 585,995 582,807

売上総利益 311,844 327,275

販売費及び一般管理費 231,243 250,434

営業利益 80,601 76,841

営業外収益

受取利息 29 －

受取配当金 3,737 4,844

持分法による投資利益 － 750

固定資産売却益 10,035 －

その他 1,305 117

営業外収益合計 15,106 5,711

営業外費用

支払利息 50,024 47,647

持分法による投資損失 81 －

その他 1,252 1,335

営業外費用合計 51,358 48,982

経常利益 44,350 33,570

税金等調整前四半期純利益 44,350 33,570

法人税、住民税及び事業税 584 4,387

法人税等調整額 12,249 10,129

法人税等合計 12,833 14,517

四半期純利益 31,516 19,053

親会社株主に帰属する四半期純利益 31,516 19,053

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年６月30日）

四半期純利益 31,516 19,053

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 9,476 10,043

繰延ヘッジ損益 △8,792 55,984

為替換算調整勘定 △1,355 －

その他の包括利益合計 △671 66,028

四半期包括利益 30,845 85,081

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 30,845 85,081

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３項

ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号　

2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当第１四半期連結会計期間の期首から適

用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連

結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

商業施設事業
ヘルスケア

事業
せんい事業 合計

売上高

顧客との契約から生じ

る収益
78,607 242,792 114,782 436,181 － 436,181

その他の収益 461,658 － － 461,658 － 461,658

外部顧客への売上高 540,265 242,792 114,782 897,839 － 897,839

セグメント間の内部売

上高又は振替高
114 － － 114 △114 －

計 540,379 242,792 114,782 897,953 △114 897,839

セグメント利益又は損失

（△）
217,586 △2,161 △2,165 213,258 △132,657 80,601

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

商業施設事業
ヘルスケア

事業
せんい事業 合計

売上高

顧客との契約から生じ

る収益
84,945 258,273 98,639 441,858 － 441,858

その他の収益 468,224 － － 468,224 － 468,224

外部顧客への売上高 553,170 258,273 98,639 910,083 － 910,083

セグメント間の内部売

上高又は振替高
114 － 101 215 △215 －

計 553,284 258,273 98,740 910,298 △215 910,083

セグメント利益又は損失

（△）
237,119 △3,595 △3,548 229,975 △153,134 76,841

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△132,657千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であ

る。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費である。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項なし。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△153,134千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であ

る。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費である。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項なし。

- 9 -

ダイトウボウ株式会社（3202）　2025年３月期　第１四半期決算短信



（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2024年５月９日開催の取締役会決議に基づき、自己株式300,000株の取得を行いました。この結果、当第

１四半期連結累計期間において自己株式が30,588千円増加し、当第１四半期連結会計期間末において自己株式が

40,379千円となっております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年６月30日）

減価償却費 120,654千円 119,188千円

のれんの償却額 3,602 〃 3,602 〃

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであ

ります。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年８月６日

ダイトウボウ株式会社

取締役会　御中

シンシア監査法人

東京都千代田区

指定社員
業務執行社員

公認会計士 金野　栄太郎

指定社員
業務執行社員

公認会計士 長田　洋和

指定社員
業務執行社員

公認会計士 小川　開三

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているダイトウボウ株式会社の2024年４月１日から2025年

３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）及び第１四半期連

結累計期間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

- 11 -

ダイトウボウ株式会社（3202）　2025年３月期　第１四半期決算短信



（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管している。

２．XBRL データ及び HTML データは期中レビューの対象には含まれていない。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作

成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論

又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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2025年３月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結）
2024年８月６日

上場会社名 ダイトウボウ株式会社 上場取引所  東 名

コード番号 3202 ＵＲＬ  http://www.daitobo.co.jp/

代表者 （役職名）取締役社長執行役員ＣＥＯ （氏名）山内  一裕

問合せ先責任者 （役職名）理事経営管理本部経理部長 （氏名）松田　好司 ＴＥＬ 03（6262）6565

配当支払開始予定日 －

決算補足説明資料作成の有無：無

決算説明会開催の有無 ：無

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 910 1.4 65 △19.2 21 △50.6 7 △76.6

2024年３月期第１四半期 897 △6.1 80 142.6 44 － 31 －

（注）包括利益 2025年３月期第１四半期 73百万円（138.0％） 2024年３月期第１四半期 30百万円（249.8％）

１株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第１四半期 0.24 0.24

2024年３月期第１四半期 1.04 1.04

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 19,960 4,918 24.6

2024年３月期 20,349 4,935 24.2

（参考）自己資本 2025年３月期第１四半期 4,908百万円 2024年３月期 4,925百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 2.00 2.00

2025年３月期 －

2025年３月期（予想） 0.00 － 3.00 3.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 2,100 11.5 180 26.1 70 21.0 40 △17.6 1.32

通期 4,300 6.6 390 22.3 180 28.8 110 △28.3 3.64

１．2025年３月期第１四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

（訂正後）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期１Ｑ 30,360,000株 2024年３月期 30,360,000株

②  期末自己株式数 2025年３月期１Ｑ 405,663株 2024年３月期 105,663株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期１Ｑ 30,145,862株 2024年３月期１Ｑ 30,205,387株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規　　－　　社  （社名）                        、除外　　－　　社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 (3) 四半期連結財務諸表に関する注記事
項（会計方針の変更に関する注記）をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数

値と異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部で足踏みがみられるものの、総じて緩

やかな回復を続けました。賃金の上昇傾向が強まる中、雇用・所得環境の緩やかな改善が続く一

方、消費者物価が引き続き緩やかに上昇を続けており、個人消費は持ち直しに足踏みがみられま

した。インバウンド需要の拡大や円安の恩恵を受ける業態の景況感は改善する一方で、中小企業

の倒産件数が高止まっていることに加え、日銀の金融政策転換の影響や為替市場の動向など先行

き不透明な要素が残りました。また、海外においては東欧・中東における地政学的リスクの一段

の高まりに警戒を要する展開となりました。

このような中で、当社グループは今年度から新たにスタートした中期経営計画「Jumping over 

the 130th ～成長の未来へ～」に基づく諸施策に取り組みました。

商業施設事業におきましては、静岡県下有数の商業施設である「サントムーン柿田川」におい

て、「春の誕生祭」「ゴールデンバザール」「初夏のエネリア祭」など多くのイベントを実施

し、LINEやインスタグラムの公式アカウントも積極的に活用して、施設の魅力の発信に取り組み

ました。また、ＮＰＯ法人「人と動物のハッピーライフ」や地元自治体との連携強化により地域

社会への貢献に努めました。ヘルスケア事業におきましては、健康寝具である電位掛布団の大口

受注が成約し医療機器製造販売登録を行っている戦略製造拠点である当社のグループ工場を活用

して製造を進めるとともに、ＳＮＳの活用によるデジタルビジネスの推進の強化にも取り組みま

した。せんい事業におきましては、防衛関係の官需ユニフォームの受注活動を強化するととも

に、縫製用溶解糸を活用した羊毛製品リサイクルなどサステナブルな商材への取組み強化やオー

ダーニット衣料の拡販にも努めました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は９億10百万円（前年同期比1.4％増）

の増収となりました。ただし、退職手当制度の改訂による退職給付費用の積み増しが響き、営業

利益は65百万円（前年同期比19.2％減）となり、さらに前年同期に計上していた動産の売却益約

10百万円が剥落した結果、経常利益は21百万円（前年同期比50.6％減）となりました。これに、

法人税等の負担を考慮した結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は７百万円（前年同期比

76.6％減）と前年同期比減益の黒字決算となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりです。

（商業施設事業）

商業施設事業につきましては、静岡県下有数の商業施設である「サントムーン柿田川」におい

て、施設魅力度を高める施策を背景に消費マインドの向上もあり、食品・家電を始めほぼ全業態

で前年同期を上回る取扱高になるなど順調に推移しました。

この結果、商業施設事業の売上高は５億53百万円(前年同期比2.4％増)、営業利益は２億37百万

円(前年同期比9.0％増)と前年同期比増収増益となりました。

（ヘルスケア事業）

健康ビジネス部門につきましては、電位掛布団や特殊加工を施したキャメル寝具などの販売が

伸びて、売上高は前年同期を上回りました。一般寝装品部門につきましては、春先の毛布商材の

売上不振が響き、売上高は前年同期を下回りました。

この結果、ヘルスケア事業の売上高は２億58百万円（前年同期比6.4％増）と前年同期比増収と

なりましたものの、運送費や原料コストの負担増により売上総利益率が低下し、営業損失は15百

万円（前年同期は営業損失２百万円）と前年同期比で損失幅拡大となりました。
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（せんい事業）

衣料部門につきましては、前期に清算結了した中国現地法人の売上がなくなったことや国内部

門の伸び悩みにより、売上高は前年同期を下回りました。ユニフォーム部門につきましては、官

需ユニフォームの伸び悩みにより、売上高は前年同期を下回りました。

この結果、せんい事業の売上高は98百万円(前年同期比14.1％減)と前年同期比減収となり、営

業損失は３百万円(前年同期は営業損失２百万円)と前年同期比で損失幅拡大となりました。

　（２）当四半期の財政状態の概況

当第１四半期連結会計期間末における総資産の残高は199億60百万円で、前期末比３億89百万円

減少しました。その主な要因は、売上債権の回収により受取手形及び売掛金が２億15百万円減少

したこと、減価償却などにより有形固定資産が１億８百万円減少したことであります。

負債の残高は150億42百万円で、前期末比３億72百万円減少しました。その主な要因は、仕入債

務の支払により支払手形及び買掛金が98百万円減少したこと、約定弁済により借入金が１億40百

万円減少したことであります。

純資産の残高は49億18百万円で、前期末に比べ16百万円減少しました。その主な要因は、市場

買い付けによる自己株式の増加と配当支払等により株主資本が83百万円減少したこと、金利スワ

ップの時価評価により繰延ヘッジ損益が55百万円増加したことであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、2024年５月９日発表の予想数値に変更はありません。なお、業績予

想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいたものであり、実際の業績は今後様々

な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2024年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2024年６月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,097,756 923,780

受取手形及び売掛金 625,125 409,211

棚卸資産 766,701 830,522

その他 37,493 32,699

貸倒引当金 △1,380 △990

流動資産合計 2,525,696 2,195,223

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,727,648 7,621,814

土地 9,265,726 9,265,726

その他（純額） 162,534 159,867

有形固定資産合計 17,155,909 17,047,407

無形固定資産

のれん 128,073 124,471

その他 12,375 11,199

無形固定資産合計 140,448 135,670

投資その他の資産

投資有価証券 414,889 430,995

破産更生債権等 83,256 83,256

繰延税金資産 65,736 46,650

その他 44,088 101,464

貸倒引当金 △80,228 △80,228

投資その他の資産合計 527,743 582,137

固定資産合計 17,824,100 17,765,216

資産合計 20,349,797 19,960,440

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2024年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2024年６月30日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 458,986 360,686

短期借入金 546,370 541,332

未払法人税等 1,011 4,387

賞与引当金 37,943 29,225

株主優待引当金 29,000 －

その他 659,593 606,007

流動負債合計 1,732,905 1,541,638

固定負債

長期借入金 9,372,269 9,236,936

長期預り保証金 1,325,950 1,311,968

再評価に係る繰延税金負債 2,476,495 2,476,495

退職給付に係る負債 285,911 304,799

資産除去債務 71,886 72,010

その他 149,261 98,336

固定負債合計 13,681,774 13,500,547

負債合計 15,414,680 15,042,186

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 30,979 30,979

利益剰余金 138,161 84,951

自己株式 △9,791 △40,379

株主資本合計 259,349 175,551

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 50,825 60,868

繰延ヘッジ損益 △49,092 6,891

土地再評価差額金 4,664,864 4,664,864

その他の包括利益累計額合計 4,666,596 4,732,624

新株予約権 9,171 10,077

純資産合計 4,935,117 4,918,253

負債純資産合計 20,349,797 19,960,440
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年６月30日）

売上高 897,839 910,083

売上原価 585,995 594,488

売上総利益 311,844 315,594

販売費及び一般管理費 231,243 250,434

営業利益 80,601 65,160

営業外収益

受取利息 29 －

受取配当金 3,737 4,844

持分法による投資利益 － 750

固定資産売却益 10,035 －

その他 1,305 117

営業外収益合計 15,106 5,711

営業外費用

支払利息 50,024 47,647

持分法による投資損失 81 －

その他 1,252 1,335

営業外費用合計 51,358 48,982

経常利益 44,350 21,890

税金等調整前四半期純利益 44,350 21,890

法人税、住民税及び事業税 584 4,387

法人税等調整額 12,249 10,129

法人税等合計 12,833 14,517

四半期純利益 31,516 7,372

親会社株主に帰属する四半期純利益 31,516 7,372

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年６月30日）

四半期純利益 31,516 7,372

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 9,476 10,043

繰延ヘッジ損益 △8,792 55,984

為替換算調整勘定 △1,355 －

その他の包括利益合計 △671 66,028

四半期包括利益 30,845 73,400

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 30,845 73,400

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３項

ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号　

2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当第１四半期連結会計期間の期首から適

用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連

結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

商業施設事業
ヘルスケア

事業
せんい事業 合計

売上高

顧客との契約から生じ

る収益
78,607 242,792 114,782 436,181 － 436,181

その他の収益 461,658 － － 461,658 － 461,658

外部顧客への売上高 540,265 242,792 114,782 897,839 － 897,839

セグメント間の内部売

上高又は振替高
114 － － 114 △114 －

計 540,379 242,792 114,782 897,953 △114 897,839

セグメント利益又は損失

（△）
217,586 △2,161 △2,165 213,258 △132,657 80,601

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

商業施設事業
ヘルスケア

事業
せんい事業 合計

売上高

顧客との契約から生じ

る収益
84,945 258,273 98,639 441,858 － 441,858

その他の収益 468,224 － － 468,224 － 468,224

外部顧客への売上高 553,170 258,273 98,639 910,083 － 910,083

セグメント間の内部売

上高又は振替高
114 － 101 215 △215 －

計 553,284 258,273 98,740 910,298 △215 910,083

セグメント利益又は損失

（△）
237,119 △15,276 △3,548 218,294 △153,134 65,160

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△132,657千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であ

る。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費である。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項なし。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△153,134千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であ

る。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費である。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項なし。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2024年５月９日開催の取締役会決議に基づき、自己株式300,000株の取得を行いました。この結果、当第

１四半期連結累計期間において自己株式が30,588千円増加し、当第１四半期連結会計期間末において自己株式が

40,379千円となっております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年６月30日）

減価償却費 120,654千円 119,188千円

のれんの償却額 3,602 〃 3,602 〃

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであ

ります。
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